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◆ 第３７期市民大学の行財政入門講座は「富士見市の将来の都市像とわたしたちの暮らし」と 

題して５ッの講座が計画されています。 

第一回は「富士見市を知り、未来を描く」をテーマに開催されました 

    第一回行財政入門講座。 

開催日  ９月６日（土） 午前 10 時～12時 

場 所  鶴瀬公民館  

テーマ  富士見市を知り、未来を描く 

富士見市はどんな都市像をめざしているのか？ 

「人とまちがキラリと輝く市民文化都市」とは。 

「ららぽーと」建設とまちづくりの構想。  

3年後の私たちの暮らしは？財政の裏付けは。 

     講 義   星野信吾 市長 

◆  受講鞘（参加者）は合計４７名  

         １ 行財政講座受講者 ２７名 

         ２ 市民大学     １１名 

         ３．当日参加者    ９名 

 

 

 

 

 

 

 

富士見市の将来の都市像と 

わたしたちの暮らし 

 

 

 

第一回富士見市を知り、未来を描く 
星野市長に聞く 

星野信吾市長 
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 ◆ 講座のあらましと資料（パワーポイントの抜粋）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． ４２歳を迎えた富士見市  
１． 市制施行４２周年を迎えた富士見市は人口も僅かではあるが増えている。 

 

  

             ４２歳を迎えた富士見市  

 

２．第５次基本構想の富士見市の将来像は「ひととまちがキラリとかがやく市民文化交流都市」 

   

富士見市の将来像 

星野信吾市長 
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３．市民が考える「住み続けたいまち」とは 

・医療や福祉の整ったまち 

・道路など交通環境の整ったまち 

・防災、防犯など安全なまち 

・子育てや教育環境の整ったまち 

・公園や緑など環境の豊かなまち 

・買い物に便利など活力のあるまち 

 

４．富士見市のまちづくり ～具体的な取組み～ 

 

① 少子化対策の推進 

 
◆待機児童ゼロへ 保育所を増設 ◆放課後児童クラブの増設（現在待機児ゼロ） 

◆ふじみ野駅前に児童館を新設 ◆中学生までの子ども医療費の無料化 

◆医師会と連携した  イムス富士見総合病院における小児救急外来開設 

 ◆出生数の向上（平成 23年度 945人⇒平成 25年度 1,025人） 

 

  

             少子化対策の推進     

 

② 学校教育の充実 

◆校舎、体育館の耐震補強工事の完了 ◆学校トイレ改修（洋式化等）を推進 

◆冷水器等の設置  ◆全小・中・特別支援学校に  エアコンを整備 

◆災害時の避難所機能拡充のため ガスバルクタンクを整備 

◆快適な環境へ、 トイレ改修 特別支援学校改修 エアコン設置 ガスバルクタンク 

◆地域の力で地域子ども教室の開催 ◆第３回『子ども大学ふじみ』の開催 

◆『子どもスポーツ大学ふじみ』の開催（埼玉県下で初めて） 
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 ③ 高齢化社会対策の推進 
   ◆高齢化率の推移 20.2% ⇒ 22.6%  

 ◆介護老人福祉施設の整備率 県内４０市中、５番目に高い（ 

 ◆富士見市の介護保険料の基準月額     ・全国平均、県平均より低い 

    富士見市 約 4,200円 

    全国平均 約 5,000円 

    県 平均 約 4,500円 

  ◆地域密着型施設の整備推進   ◆身近な地域に包括支援センターの充実 

◆広がる健康長寿、介護予防の取り組み 

 

  

高齢化社会対策の推進 

④ 健康づくりの推進  

◆富士見市歯と口腔の生涯健康づくり条例を制定 

◆食育推進条例の制定（食育推進計画）へ 

◆健康増進計画の策定 

◆スポーツ推進計画の策定 

◆食育推進室の整備～（仮）ふじみ野出張所等多目的公共施設～ 

 

  

学校教育の充実 
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⑤ まちづくりの推進 

◆鶴瀬駅東・西口の土地区画整理事業の推進 ・駅前広場等の整備推進 

◆鶴瀬第２団地建替え後のまちづくり つるせ台公園・上沢公園・市道第９０４号線  

◆鶴瀬駅東口&西口 土地区画整備事業、上沢地区 整備計画図 

◆水子・諏訪地区の市街化区域編入 

◆下水道の整備(南畑地区含む)  緑地の保全 

◆都市計画法第３４条１１号による南畑地区  のまちづくり 

◆都市計画道路水子鶴馬通線、  みずほ台駅東通線の整備推進 

◆幹線道路(市道第５１０１号線)や 生活道路等の整備 

◆勝瀬・ふじみ野地区のまちづくり 

◆「ららぽーと」 平成２７年春の「ららぽーと」開業 

 周辺環境整備 地域活性化へ 

各駅や「ららぽーと」を結ぶバス路線の確保 

歳入見込み（毎年）  固定資産税（土地） 約 70,000千円  

（家屋）  約 180,000千円 

 

    

   

まちづくりの推進 
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ららぽーと 
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⑥ 地域の活性化推進 

◆富士見市の産業振興へ 

   ・第２次商業活性化ビジョンの制定 ・商店街振興◆地産地消の取り組み 

  ・地場産品ショップゆいの開設  ・つきいちの開催 

  ・給食センターでの地元食材の活用 

◆マスコットキャラクター「ふわっぴー」の活用 

◆花と緑のまちづくりの推進  

  ・市の花「藤」・市の鳥「かわせみ」・コスモス 

  ・せせらぎ菖蒲園・桜のオーナー制度・菜の花 

◆ ・難波田城公園 ・水子貝塚公園 ・キラリふじみ等 

◆サイクリングコース等の整備 

 

  

地域の活性化推進 

 

 

まちづくりの推進 
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⑦ 防災・防犯 

◆東日本大震災を踏まえた地域防災計画の改定 「東京湾北部地震」の想定 

・帰宅困難者対策  駅周辺に一時滞在施設を確保 

・避難所の環境整備および機能強化 

    ・情報収集・伝達の強化 防災メール、防災行政無線等による情報提供 

・ライフライン対策 防災訓練等を通じてライフライン関係機関との連携 

・地域防災力の向上 防災訓練及び講習会を通じて地域防災リーダー育成 

 

  

防災・防犯                         地域コミュニティの推進  
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⑧ 地域コミュニティの推進 

◆町会の加入率減少傾向 

◆役員の高齢化などへの対応 

◆地域活動の担い手づくりの推進 

◆地域活動の担い手づくりの推進 

⑨ 市民参加・協働の推進 

◆タウンミーティングの開催 

◆情報公開の推進 

⑩ 行財政改革、行政経営 

◆民間委託や指定管理者制度など民間活力の 活用に 

◆職員数の大幅削減 県内３番目に少ない職員数でもサービス向上 

  平成 25年度職員数 559人（職員１人あたりの市民の数 191人）  

◆富士見市全体の借入金残高を大幅に削減 

※借金の返済割合は、県内 40市中第 1位(普通会計 3年間で▲13.9％) 

◆ゼロ予算事業の実施(市民便利帳の作成、職員 

◆封筒広告収入（360,000円） 

◆ホームページのバナー広告収入（2,880,000円） 

◆受付番号案内システムの広告収入（960,000円） 

◆自動販売機設置使用料収入等（6台、3,476,095円 

⑪ 市民サービスの向上 

◆時間外開庁等の実施 

◆本庁の窓口改善（総合的窓口の整備） 

◆パスポートの申請・交付手続き開始 

◆（仮称）ふじみ野出張所等多目的公共施設 
                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


